
「アンコンシャス・バイアス」という言葉を耳にする
ことが増えてきました。誰の中にもある無意識の偏
見や思い込みに気づき、相手を傷つけたりネガティ
ブな影響を及ぼしてしまわないように、自分自身と
向き合うことの大切さを考えてみます。

　
例
え
ば
、
血
液
型
で
相
手
の
性
格
を
決

め
つ
け
た
り
、
権
威
の
あ
る
人
の
言
う
こ

と
は
絶
対
正
し
い
と
思
っ
た
り
。
私
た
ち

は
、
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
い
え
な
い
認

識
を
ま
る
で
常
識
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と

ら
え
、
発
言
し
た
り
振
る
舞
っ
た
り
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
無
意
識
の
う

ち
に「
こ
れ
が
当
然
」「
普
通
は
こ
う
だ
」と

い
っ
た
思
い
込
み
を
持
ち
、
そ
の
考
え
を

相
手
に
も
押
し
つ
け
た
り
、「
だ
か
ら
こ
う

に
違
い
な
い
」と
決
め
つ
け
た
り
す
る
原
因

に
な
っ
て
い
る
の
が“
無
意
識
の
偏
見
”、

い
わ
ゆ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と

い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
偏
っ
た
も
の
の
見
方
は
、
育
っ

た
環
境
や
過
去
の
経
験
、
見
聞
き
し
た
事

柄
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
、
多
か
れ
少
な
か

れ
誰
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
こ
と
自

体
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
れ
が
言
動
と
な
っ
て
表
れ
た
と
き
に
、

人
を
傷
つ
け
た
り
人
間
関
係
を
悪
化
さ
せ

た
り
し
が
ち
な
の
で
、
注
意
が
必
要
な
の

で
す
。

　
と
く
に
、
性
別
役
割
分
担
意
識
が
強
い

と
い
わ
れ
る
日
本
で
は
、
ジ
ェン
ダ
ー
（
役

割
の
違
い
等
で
生
ま
れ
る
社
会
的
な
性
別
）

に
も
と
づ
く
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

「
男
は
仕
事
で
女
は
家
事
・
育
児
」

「
男
の
く
せ
に
泣
く
ん
じ
ゃ
な
い
」

「
お
茶
出
し
は
女
性
社
員
の
役
目
」

な
ど
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
す
べ
て
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

家
事
・
育
児
を
す
る
の
は
夫
で
も
構
わ
な

い
し
、
男
性
だ
か
ら
泣
い
て
は
い
け
な
い

と
い
う
根
拠
も
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
で
も

家
庭
で
も
、
お
茶
は
必
要
だ
と
感
じ
た
人

が
男
女
関
係
な
く
淹い

れ
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
が
２
０
２
０

年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、「
親
が
単
身
赴

任
中
」と
聞
い
て
父
親
の
方
を
想
像
し
た
人

は
66
・
3
％
に
も
な
り
ま
し
た（
5
万

871
人

中
）。
こ
う
し
た
思
い
込
み
に
気
づ
か
な
い

で
い
る
と
、「
母
親
な
の
に
単
身
赴
任
？
子

ど
も
が
可
哀
想
。
旦
那
さ
ん
も
大
変
ね
」と

いっ
た
発
言
を
不
用
意
に
し
て
し
ま
い
、
そ

の
母
親
や
家
族
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
、「
外
で
働
く
の
は
男
性
、
育
児
を

す
る
の
は
女
性
」と
い
う
思
い
込
み
か
ら
く

る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
で
す
。

＝＝ 特　集 ＝＝

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・ 

バ
イ
ア
ス
と
は

★子育ては母親がするものだと思われている。

★男女分け隔てなく育てたいと思っているのに、子どもに
「男の子なんだから強くなろう！」という意味合いの言葉
を使ってしまっていた。

★出産後にパートとして再出発した時、年上のパート
で働く女性たちから、「子どもが可哀想」

　と言われた。

★娘や孫に、女の子なんだからピンク色の
洋服を着るようにとか、お行儀につい
ても細かく言っていた。

★女性は子どもが生まれたら仕事をやめると思っている。

★「女性は気が利く」「女性は気配りができる」「女性の方が
器用で家事が得意」など、一見、褒めているように聞

こえるけど…。

★女性の賃金が男性の賃金より低くても「仕方
がないこと」として感じてしまう。

　　　★男性は、パソコンや機械関係に強
くて当たり前と思われている。

★男はきちんと家族を守るべき！ 男は子どもと妻を経済的、
心理的に守るものと思われていることに疲れを感じる。

★家事は大した仕事でなく、家にいる妻・母親は毎日出歩いて
遊んでいると思われているようだ。

★『家制度』はなくなったはずなのに、「うちの嫁が」という言
葉を聞くと、「嫁」は〈夫の家に入る〉意味を連想させる。

　その昔、姑に連れられて夫の実家の周りをあいさつ回りする
際「うちの嫁です」と言われた。今でも「○○家に嫁ぐ」や「お
嬢さんを嫁に下さい」など、テレビドラマなどで使われるが
モヤモヤ感がある。

★留守番時の食事は、兄もいるのに、いつも女の子だから
といって私に任されていたのが不満。

★夫が活躍できたのは「内助の功」と褒められたが、非常に
屈辱的だった。これは夫が自分で頑張ったことであって、
私には関係ない。

★飲み会の席で大皿から取り分けたり、自然に周りのオーダー
を取りまとめたりしていると、「女子力が高いですね！」と悪気な
く言われることがある。「いやいや、人間力が高いのですよ～」
と流すように返している。

★大相撲の土俵や入山の「女人禁制」など、総じて「伝統を守
る」の名の下にジェンダー・バイアスが正当化されている。

子育て

家　族

仕　事

etc.

「彼女（彼氏）はいるの？」「ご結婚はまだ？」
といった何気ない質問は、異性愛を前提とした質問
になっていたり、[ 付き合っている人がいる＝結婚 ]
というイメージが前提となっていて、正直疲れる。

飲食店でバイト時代
どれだけ調理場の
希望を出しても
ホールに回された。
理由を聞くと

「女の子を
表に出したい」
とのこと…。

長男だから
親の面倒をみるのが
当たり前だと
思われている。

保育園で子どもが
発熱したとき、
お迎えの
第一候補がママ 
であること。

　パリテの
企画運営委員さんに
　聞いてみました！

アンコンシャス・
バイアス  

　あなたもこんな経験
　ありませんか？

あるある！

unconsc ious bias

長男なん
だから

面倒みてね
彼氏いるの？

結婚はまだ？

お母さまがお迎えにいらっしゃいますよね

接客は

女の子のほう

がいいからね

アンコンシャス・バイアスに気づいて

誰もが暮らしやすい世の中に

アンコンシャス・バイアス ってなんのこと？
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